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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、社会的文脈における乳児の公平感の理解および成人におけるその神
経基盤を検討した。その結果、15カ月児は、援助行動を示すエージェントは、公平に分配することを期待してい
ることが明らかになった。また、成人の脳波計測による実験では、１）N200成分は、公平感に影響を受けるこ
と、２）社会的情報は、P300に影響を与えること、また、３）非社会的なキャラクターの分配行動に対してlate
 positive potential(LPP)に有意な差が見られることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Infants expect agents that previously helped another agent to perform 
egalitarian distributions, but　did not held such expectation about agents that previously hindered 
another agent.　We show for the first time that infants’ link agents’ helping and distributive 
actions. This ability is important because it may help the development of reasoning about agents’ 
stable moral traits. Results provide support for recent theories on early social evaluation skills 
and contraint theories on the acquisition of moral competence. 
In the adults’ ERP study, participants were informed about characters' social information through 
their actions. One character then distributed resources fairly or unfairly, and ERP was measured at 
the end of the distribution. There are three principal finding. First, N200 was significantly 
affected by fairness. Second, a significant main effect of social information was found for P300, 
and third, a significant interaction of social information and fairness for LPP.

研究分野：発達科学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは，不公平な資源の配分に対して極めて
高い感受性を持ち，それは，多様な場面で，
社会制度的な制約というより，むしろ，根深
い暗黙的な社会規範に基づいていることが
多い．近年の研究で，生後１０～１５ヶ月の
乳児が，利益の受け手が平等に資源を配分さ
れることを期待することが示されている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，乳幼児を対象に，資源の配分
に関する公平性の推論が，単なる平等主義に
起因するのか，それともより複雑な社会的文
脈をも考慮したうえで出現するのかを検討
する．また，そうした判断と，後の援助行動
の発達との相関関係を調べること，さらに，
公平感の初期発達における脳内活動を特定
すること，また，公平感の個体発生のより深
い理解のために，異なる文化的文脈が公平感
の出現に影響を与えるか否かの検討も目的
とする． 
 
３．研究の方法 
（１）期待違反法を用いて，前言語期の乳児
が，先行した向社会的な行動をするエージェ
ントと，反社会的な行動をするエージェント
に対して，公平性に基づく分配を選好するか
否かを調べる．また，そのようなエージェン
トに，公平な資源配分を期待するか否かも明
らかにする．すなわち，乳児においても，社
会的な文脈を考慮した公平感が備わってい
るか否かを解明する． 
 
（２）幼児を対象に，自発的な援助行動を指
標とし，労力に見合った資源配分をするアク
ターに対して，援助行動を行うかどうかを調
べる．（１）の注視時間を用いた研究に加え
て，自発的な行動を誘発することによって，
公平感の理解に対する，より強力な証拠を得
る．また，公平感の理解の発達的プロセスを
直接的に明らかにするために，（１）に参加
した協力者を対象に，本課題を実施し，相関
関係を調べる．また，その他のテストバッテ
リーとして，マッカーサー言語検査，絵画語
彙検査，心の理論尺度テストなどを合わせて
実施，それらの関係を調べる． 
 
（３）（１）の刺激を用いて，成人・乳児の
脳波を計測する．成人では，神経系経済学の
領域で，ゲーム理論課題を用いた際の脳活動
を計測するために、fMRI を用いた研究が数多
くみられるが，EEG を用いたものは極めて少
数である．また，乳児を対象とした公平感に
関する脳内活動を記録した研究はまだない．
しかしながら，fMRI は乳児には適用できない
ため，乳児には EEG が最適である．また，Ｅ
ＥＧであれば，時間的変化も捉えられる．公
平性の推論に関わる脳活動の萌芽を突き止
めることを目標とする． 
 

４．研究成果 
（１）１５ヶ月児を対象に，期待違反法を用
いて，２つの物体（エージェントとして機能
する幾何学図形）が相互作用するアニメーシ
ョン刺激を提示し，公平感の理解について調
べた．ある物体が，坂道を上ろうとするのを
助ける物体(helper)と，それを邪魔する物体
(hinderer)のアニメーションを先行刺激と
して乳児に見せ，その後，それぞれの物体が
別のエージェントに食べ物を分配する場面
を提示した．分配場面は，helper が均等に分
ける，helper が不均等に分ける，hinderer
が均等に分ける，hinderer が不均等に分ける，
の４つであった．その結果，helper が不均等
に分ける場面では注視時間が長くなったが、
hinderer が均等に分ける場面に対してはそ
の限りではなかった．このことは，１５ヶ月
児が，少なくとも、helper には公平感を期待
していたことを示すものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 実験結果 
 

（２）公平感とメタ認知の関連を検討するた
めに，まず，幼児が将来の自身の認知状態を
メタ認知し、予見的に行動を調整できるか否
かを調べた。その結果、５歳児にはこれが可
能だが、４歳児には難しいことを明らかにし
た 
 
（３）公平感に対する成人の脳波 
 成人を対象として、先行刺激として提示さ
れたキャラクターの社会的情報（prosocial
か antisocial か）が、後の同一キャラクタ
ーによる資源配分（公平な分配か不公平な分
配か）の知覚に影響を与えるか否かを事象関
連電位（Event Related Potential: ERP）を
計測することにより検討した。その結果、１）
N200 成分は、公平感に影響を受けること、２）
prosocial か antisocialかの社会的情報は、
P300 に影響を与えること、また、３）
antisocial なキャラクターの分配行動に対
して late positive potential(LPP)に有意な
差が見られることがわかった。 
 
（４）乳児における物体表象のアイコンタク



トの効果 
インタラクションにおける社会的手がか
りによって、乳児は、環境から有益な情報を
取り出すことが可能となる。本研究では、9
ヵ月児を対象に、アイコンタクトが、物体処
理にどのような影響を与えるかを検討した。
物体を呈示しているときの実験者と乳児の
インタラクションに、アイコンタクトあり条
件とアイコンタクトなし条件の2つのタイプ
が設定され、その後、３つの outcomes（変化
なし、物体の位置が変わる、物体自体が変わ
る）に対する乳児の注視時間を測定した。そ
の結果、１）アイコンタクトあり条件：物体
が変化したときに注視時間が長いこと、２）
アイコンタクトなし条件：物体及び場所の変
化に対して注視時間が長いことがわかった。
9 ヵ月児の物体表象は、実験者とのインタラ
クション下のアイコンタクトにより
modulate された。 
 
（５）目標帰属と Imaginary Companion の関
係 
幼児における Imaginary Companion(以下
IC)の創造とメンタライジングの能力の関係
が指摘されている。本研究では、前言語期の
乳児の目標帰属と後の IC の創造の関係を縦
断的に検討した。目標帰属については、3 タ
イプの行為のアクション（他者の手のリーチ
ング：GH、メカニカルクロのリーチン：MC、
他者の手のリーチングであるが、手のひらを
上に向けている：BH）に対する予期的視線を
計測し、IC の創造に関しては保護者へのアン
ケート調査を行った。その結果、MC に対する
予期的視線と IC の創造が関係することがわ
かった。ヒト以外のエージェントに対する目
標の帰属が、後の IC の創造を予期する可能
性が示された。 
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